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第400回公開テスト 小6算数 解説動画(2025年9月14日実施) https://vimeo.com/1118082509/37cb2e8180

希学園 第 回 小 公開テスト 解説動画

下記、URLよりご視聴いただけます。

動画タイトル URL



希学園 第400回 公開テスト 小６ 算数 2025年９月14日実施 模範解答 制限時間50分

４１ 400 700 ─ 1840７

２ (個) (％) (通り)121 25 ３ 39

３ (㎠) (㎠) (㎤) (㎠)27.84 50 288 288ア イ

４ ㎠ ㎠３：５ 128 23.04

５ ｍ 分後 分後2400 27.5 41.25

６ 通り 通り 通り５ 12 28

７ ㎤ ㎤288 １：１ 282

(配点)

；各５点×４

その他；各４点×20



希学園 第400回 公開テスト 小６ 算数 2025年９月14日実施 解説 (２－１)
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２ 約数が３個の数は同じ素数を２回かけてできる平方数。

素数；２，３，５，７，11，……

よって，11×11＝121

１辺の数は，13個→11個→９個→７個→５個→３個→１個となる。

はじめの外側１まわりの個数は，(13－１)×４＝48(個)で，１まわり内側にい

くと８個ずつへり，最後は１個となる。

Ａ 48個 32個 16個 １個

Ｂ 40個 24個 ８個

差 ８個 ８個 ８個 １個 よって，８×３＋１＝25(個)

容器の中の食塩の重さは，作業を１回するごとに半分になる。

食塩水の重さは一定なので，食塩の重さの比とこさの比は同じ。

１ １
よって，12× × ＝３(％)

２ ２

４人とも同じ手を出すときはグー，チョキ，パーの３通り。

グー２人，チョキ１人，パー１人のときは，チョキの１人とパーの１人を決め

ればいいので，４×３＝12(通り)

グー１人，チョキ２人，パー１人のときとグー１人，チョキ１人，パー２人の

ときも，同様にそれぞれ12通りずつ。

よって，３＋12×３＝39(通り)

３ 中心と円周上の点を結ぶと右の図のようになる。

中心角が60度のおうぎ形と，30度を頂角とした

二等辺三角形になる。

１
よって，６×６×π× ＋６×６÷４

６

＝６×π＋９＝27.84(㎠) Ｏ

(２＋ＢＥ)×14÷２＝42(㎠)

ＢＥ＝42×２÷14－２＝４(㎝)

三角形ＡＥＧと三角形ＤＧＦは合同。

△－□＝４－２＝２(㎝)，△＋□＝14(㎝)より，

□＝(14－２)÷２＝６(㎝)

△＝14－６＝８(㎝)

よって，(６＋８)×14÷２－６×８÷２×２＝98－48＝50(㎠)

ＡＣ＝ＢＤ＝□㎝とすると，

□×□÷２＝72(㎠)より，□×□＝144 □＝12(㎝)

１
よって，体積は，72×12× ＝288(㎤)

３

三角すいＯ－ＡＢＰは１：１：２型の三角すい。

図２より，三角形ＯＡＢの面積は，

３
12×12× ＝54(㎠)

８

よって，表面積は，72＋54×４＝288(㎠)

ＣＧ ４ １ ＣＧ １ ４ ５４ × ＝ より， ＝ ÷ ＝
ＣＢ ５ ２ ＣＢ ２ ５ ８

よって，ＢＧ：ＧＣ＝(８－５)：５＝３：５

三角形ＨＧＦ，四角形ＡＤＨＥ，四角形ＥＨＦＣ

の面積をそれぞれ， ㎠， ㎠， ㎠とする。

また，三角形ＤＢＦと三角形ＡＢＣは相似で

相似比は３：４より，面積比は９：16なので，

－ ＝ ＋ －( ＋ )

１ ９
＝三角形ＡＢＣ× －三角形ＡＢＣ×(１－ )２ 16

１ ７ １
＝三角形ＡＢＣ×( － )＝三角形ＡＢＣ× ＝８(㎠)２ 16 16

１
よって，三角形ＡＢＣ＝８÷ ＝128(㎠)
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希学園 第400回 公開テスト 小６ 算数 2025年９月14日実施 解説 (２－２)

(続き)４ ＤＦとＡＣが平行なので，ＢＦ：ＦＣ＝ＢＤ：ＤＡ＝３：１

ＢＦ：ＦＣ：ＢＣ：ＢＧ：ＧＣ

３ ： １ ： ４

８ ： ３ ： ５

６ ： ２ ： ８ ： ３ ： ５

ＧＦ：ＧＣ＝(５－２)：５＝３：５

三角形ＨＧＦと三角形ＥＧＣは相似で，相似比は３：５より，面積比は９：25。

１ ９
よって，128× × ＝23.04(㎠)２ 25

５ ＡとＢの速さの比は，120：200＝３：５なので，ＰＱ間を進むときの時間の比

は逆比の⑤：③ → ⑤－③＝②＝８分より，⑤＝20分

よって，ＰＱ間の距離は，120×20＝2400(ｍ)

ダイヤグラムをかくと右のように

なる。網目部分は相似で，相似比

は，(32－20)：(40－20)＝12：20

＝３：５

５
よって，20＋(32－20)×

３＋５

＝27.5(分後)

２人の間の距離が400ｍになるのは，ダイヤグラムの 部分。

Ａが出発してから40分後のＢの位置は，Ｐ地点から，

2400－200×(40－32)＝800(ｍ)

よって，40＋(800－400)÷(120＋200)＝41.25(分後)

６ ２個の並べ方は，○○，○×，×○の３通り。

３個の並べ方は，○○×，○×○，×○○，×○×の４通り。

新しく並べる記号は，それまでに並べた直前の２個で決まる。

○○→○○× ○×→○×○ ×○→×○○
↘
×○×

並べ方を表にすると下のようになる。

１＋２＋２＝５(通り)

３＋５＋４＝12(通り)

７＋12＋９＝28(通り)
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７ 図１の正八面体は，底面が正方形ＪＫＬＭの四角すいＩ－ＪＫＬＭ２個分の

立体。
１よって，12×12÷２×６× ×２＝288(㎤)
３

切断の様子は図２のようになる。図３は正八面体の点Ｉ，Ｋ，Ｎ，Ｍを通る平

面。太線部分は相似で，相似比は１：２。

ＫＲ＝４÷２＝２(㎝) → 網目部分も相似で，相似比は１：１。

よって，ＩＱ：ＱＫ＝１：１

図３の斜線部分は相似で，相似比は１：３より，ＫＴ：ＮＴ＝１：３

図３と図４より，ＫＵ：ＵＬ＝ＫＶ：ＶＪ＝ＫＲ：ＲＳ＝１：２

図４の網目部分の立体は，三角すいＱ－ＫＵＶと三角すいＴ－ＫＵＶになる。

三角すいＱ－ＫＵＶは三角すいＩ－ＫＬＪを区切った立体。

三角すいＴ－ＫＵＶは三角すいＮ－ＫＬＪを区切った立体。

１ １ １ １ １ １ １ １
288× × × × ＋288× × × × ＝６(㎤)

４ ３ ３ ２ ４ ３ ３ ４

よって，288－６＝282(㎤)

(配点) ；各５点×４，その他；各４点×20


